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Cefroxadine (CGP-9000)の 産婦 人科領 域 におけ る臨床 的検討
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われわれはCefroxadine (CGP-9000, CXD)に ついて 基礎的検討を試みる他,産 婦人科領域に

おける臨床応用を行ない次の結果を得た。

最近の臨床分離株のCXD感 受性試験をStaphylococcus aureus, Staphylocoecus epialermidis,

Klebsiella, Proteus mirabilisに 関 して行い,CEXと ほぼ同様の結果を得た.母 児間移行について

は,臍 帯血への移行は母体血濃度の1/8～2/3の濃度であり,羊 水へ の移行は0.8μg/ml以 下であっ

た。臨床応用として,骨 盤内感染症,外 性器感染症,尿 路感染症 など計55例 に使用 し,有 効率

78.2%(43例)の 成績を得た。副作用として特記すべきものは認めていない。

緒 言

近 年 β-lactam環 を有 す るCephalesporin系 抗 生 物

質 の開 発 が 目ざ ま しいが,こ こ に報 告 す るCefroxadine

(CGP-9000, CXD)は,CIBA-GEIGY社 で開 発 され た

新 しい経 口Cephalosporin剤 で あ る。 本 剤 の 構 造式 は

Fig. 1の 通 りで あ る。 そ の特 徴 と して グ ラム陽 性 お よ

び陰 性菌 に抗 菌 力 を有 し,そ のED50値 はCephalexin

(CEX)よ り低 く,経 口投 与 後,速 や か に吸 収 され,尿 中

に高 率 に排 泄 され る こ と,ま た急 性,亜 急 性,慢 性 毒性,

腎 毒 性 の面 で もい ずれ も低 毒性 が 指摘 され て い る1)～5)。

今 回,わ れ わ れ はCXDの 臨 床 有 用 性 を検 討 す る 目

的 で,分 離 菌 に 対 す る感受 性 試 験,母 児間 移行 な どの 基

礎 的 検 討 を行 うほ か,産 婦 人 科 感 染 症 に対 す る臨 床 応

用 を行 った の で,以 下 その 成績 を報 告 す る。

Fig. 1

1. 感 受 性 試 験

1) 方 法

骨盤 内感 染 症,乳 腺 炎,術 創 感 染 由 来 のStaph. au-

reus 26株,性 器,尿 路 由 来 のStaph. epidermidis 8株,

お よ び グ ラム陰 性 桿 菌 と して骨 盤 内感 染 症,尿 路 感 染 症

由来 のE. coli 24株,Klebsiella 11株,Preteus mirabllis

8株 を 用 い,CXDと 対 照 と し て 選 ん だCephalerin

(CEX)に 対す る感 受性 試 験 を 日本 化 学療 法学 会標 準法

に 準 じ原 液 接 種 で 実施 し,MICを 測 定 した 。

2) 結 果

Staph. aureusで は本 剤 のMICの 分 布 は1.56～25

μg/mlに み られ,CEXと ほ ぼ 同 じ分 布 を 示 した。

Staph. epidermidisに お いて も感 受 性 分 布 は 両 剤 とも

上記Staph. aureusと ほ ぼ同 様 で あ った。一 方,E. coli

で は本 剤 の感 受 性 分 布 は,3.12～100μg/mlに あ り,

12.5μg/mlに 感 受 性 のpeekが 認 め られ,CEXで も

同 じ傾 向 が み られ た 。

Klebsiella, Proteus mirabilisに お い て もそ れ ぞれ

6.25～50μg/ml, 12.5～50μg/mlにMICの 分 君 が み

られ,両 剤 とも ほぼ 一 致 した抗 菌作 用 が認 め られている

(Table 1)。

II. 母 児 間 移 行

1) 対象および測定法

CXDの 母児間移行を観察する目的で.分 娩前に本剤

1回500mgを 経 口投与し,胎 児娩出時の臍帯血および

羊水を採取するほか同時に母体血も併せて採取し,濃度

を測定 した。

測定方法は,Micrococcus luteus ATCC 9341を 検定

菌とする薄層カップ法を用い,標 準稀釈には0.05M燐 酸

緩衝液(pH7.0)を 使用 した。

実験対象の産婦は5例 で,投 与後材料採取までの時間
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Table 1 Susceptibility of clinical isolated strains to CXD (108/ml)

Table 2 Transfer of CXD into maternal blood, umbilical cord blood and

amniotic fluid after administration of CXD 500mg p. o.

は50分から4時 間5分 である。

2) 結 果

成績はTable 2に 示 す通りで,本 剤 の臍帯血移行は

1時間30分辺 りにpeakが 認められるほか母体血濃度の

1/3～2/3の濃度移行がみられた。

本剤の羊水移行は,3例 に認められたが,50分 の採取

例では測定不能であった。また,3時 間20分 の例では,

臍帯血濃度を上廻る0.8μg/mlの 羊水濃度が得られてい

る。

III. 臨 床 成 績

1) 対象と方法

CXDを 産婦人科領域の骨盤内感染症,外 性器感染症

および尿路感染症など計55例 に使用した。

対象患者の年齢は20～67歳 に分布 し,平 均33.3歳 であ

った。投与方法は1日2～3回 投与とし,1日0.592

例,0.75g 47例,1.596例 であり,投 与日数は4～8

日,平均5.0日であった。

2) 効果判定基準

産婦人科感染症については,主 要自他覚所見が3日 以

内に著 しく改善 し,治 癒に至った場合を著効(++),主

要 自他覚症状が3日 以内に改善の傾向を示 し,そ の後治

癒に向かった場合有効(+)と した。なお無効は3日 経

過 しても主要自他覚症状が改善されない場合である。

尿路感染症については,自 覚症状の改善,尿 中細菌の

消失,尿 沈渣所見をもとに行った。

3) 骨盤内感染症

CXDを 子宮付属器炎1例,子 宮内膜炎4例,子 宮付

属器炎に子宮内膜炎を合併 したもの2例,産 褥悪露滞溜

1例,感 染流産1例 の計9例 に投与した。効果は有効6

例,無 効3例,有 効率66.7%で あった(Table 3)。

4) 外性器感染症

CXDを バル トリン腺膿瘍(炎)3例,乳 腺炎8例,外

陰部郷2例,リ ンパ腺炎1例,外 陰膿瘍2例,創 感染2

例の計18例 に投与 した。効果は有効14例,無 効4例,有

効率77.8%で あ った(Table 3)。

5) 尿路感染症

膀胱炎26例,腎 孟腎炎2例 の計28例 に,CXDを 投与

した。効果は著効10例,有 効13例,無 効5例,有 効率

82.1%で あ った。起因菌の内訳は,E. coli 16例(有 効率
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Table 3 Therapeutic results of CXD (1)
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Table 3 Therapeutic results of CXD (2)
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Table 4 Therapeutic results of CXD (U. T. I., 1)
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Table 4 Therapeutic results of CXD (U. T. I., 2)
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:93.8%), Enterebacter 1例(0%),P. mirabilis 2例

(50%), Ktebsiella 2例(100%),P. morganii 1例

(0%),S. epidermidis 2例(100%), Enterococcus 2

例(50%),E, coliとKlebsiellaの 混 合 感 染1例(100

%),E. coliとEnterococcusの 混 合 感染1例(100%)

で あ った(Table 4)。

6) 副 作 用

経 口投 与 に よ る 自 ・他 覚的 副 作用 は認 め な か った。

IV. 考 按

現在,経 口投与可能なCephalosporin剤 は,Cephal-

exin (CEX). Cefradine (CED)の2剤 である。経 口

Cephalosperin剤 の使用方法には,種 々批判もあるが,

現時点においても特に外来患者に対 してその有用性は減

少 していないと考えられる。われわれは今回新 しく開発

された経口Cephalosperin剤CXDに ついて抗菌力,

母児間移行の検討と臨床応用を行 った。抗菌力に関して

は,S. aureus, S. epidermidis, E. coli, Klebsiella, P.

mirabilisと もにCEXと ほぼ同様の結果であった。母

児間移行 に関しては,臍 帯血中へは母体血の1/3～2/3の

濃度移行を示し,羊 水への移行は0.8μg/ml以 下であ

り,CEXやCEDと ほぼ同様の傾向を示した。臨床成

績は,骨 盤内感染症9例(有 効率:66.7%),外 性 器感

染症18例(77.8%),尿 路 感染症28例(82.1%)に 使用

し,総 合有効率は78.2%で あ った。従来のCEX, CED

ともに投与回数が1日4回 であるが,今 回CXDの 投与

回数は1日2～3回 であるにもかかわらず効果が前2者

に匹敵することは,外 来患者にとっては,有 意義である

と思われる。また,副 作用は全例に認めなかった。
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Laboratory and clinical studies of Cefroxadine (CGP-9000, CXD) were carried out in the field of obstetrics
and gynecology. The following results were obtained.

The antibacterial activity of CXD against clinical isolates such as Staphylococcus aureus, Staphylococcus
epidermidis, Klebsiella and Proteus mirabilis was found to be almost comparable to that of CEX.

The penetration of the drug from mother to fetus was shown that its umbilical cord blood level was 1/3 to
2/3 of its matemal blood level and its amniotic fluid level was not more than 0.8μg/ml.

The drug was tried in a total patient of 55 suffering from pelvic infection, external genital organ infe-
ction, urinary tract infection and other diseases. It was effective in 43 cases (78.2%) without any particular
side effect.


